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ア
メ
リ
カ
に
於
け
る

　
　
　
喪
失
・
盗
難
証
券
の
報
告
・

照
会
制
度竹

中

正

明

アメリカに於ける喪失・盗難証券の報告・照会制度

　はじ

め
に

一
、
制
度
創
設
の
沿
革

二
、
報
告
・
照
会
制
度
の
概
要

三
、
報
告
・
照
会
制
度
の
運
用
状
況

む
す
びは

じ
め
に

　
法
務
省
民
事
局
参
事
官
室
が
、

喪
失
株
券
の
失
効
制
度
に
関
し
、

分
1
3
）
。

昭
和
六
一
年
五
月
に
公
表
し
た
「
商
法
・
有
限
会
社
法
改
正
試
案
」
（
以
下
「
試
案
」
と
略
称
す
る
．
）
は
、

現
行
の
公
示
催
告
・
除
権
判
決
制
度
に
代
え
て
、
新
た
な
制
度
の
導
入
を
提
案
し
て
い
る
（
三
株
式
・
持
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そ
の
骨
子
は
、
ω
会
社
に
対
す
る
喪
失
届
出
後
一
定
の
期
間
（
例
え
ば
三
年
）
内
に
、
会
社
に
対
し
当
該
株
券
の
提
出
が
さ
れ
な
い
と
ぎ

は
、
当
該
株
券
は
失
効
し
、
届
出
者
は
再
発
行
を
請
求
で
き
る
。
㈲
喪
失
届
出
株
券
が
会
社
に
提
出
さ
れ
た
と
き
は
、
喪
失
届
は
失
効
す

る
。
㈹
届
出
日
の
翌
日
以
降
、
株
券
の
売
買
（
そ
の
媒
介
、
取
次
又
は
代
理
を
含
む
．
）
を
業
と
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
株
券
に
つ
い
て
の

善
意
取
得
を
認
め
な
い
。
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
提
案
に
対
し
て
寄
せ
ら
れ
た
各
方
面
の
意
見
書
は
、
賛
成
が
多
い
が
、
前
記
⑥
の
株
券
の
売
買
を
業
と
す
る
者
に
関
す
る
善
意
取

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

得
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
異
論
が
か
な
り
見
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
の
要
点
は
、
取
引
の
都
度
会
社
に
照
会
す
る
の
で
は
酷
で
あ
り
、
ま
た
株
式
取
引
の
円
滑
を
阻
害
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
に
あ
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

そ
し
て
そ
の
対
策
と
し
て
、
届
出
の
事
実
を
容
易
に
知
り
得
る
方
策
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
と
す
る
意
見
も
少
な
く
な
い
。

　
こ
の
点
に
関
し
て
、
世
界
最
大
の
株
券
等
の
証
券
の
流
通
市
場
を
擁
す
る
ア
メ
リ
カ
で
は
、
数
年
前
か
ら
喪
失
・
盗
難
証
券
の
報
告
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

照
会
制
度
が
創
設
さ
れ
、
か
な
り
の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
喪
失
株
券
の
再
発
行
に
つ
い
て
は
、
周
知
の
よ
う
に
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

が
国
と
制
度
を
異
に
す
る
と
は
い
え
、
喪
失
登
録
及
び
照
会
と
い
う
面
に
関
し
て
は
、
前
記
試
案
の
提
案
の
改
善
に
参
考
と
す
べ
き
点
が

少
な
く
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
そ
の
概
要
並
び
に
現
況
に
つ
き
紹
介
を
試
み
る
こ
と
と
し
た
．
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（
1
）
　
大
谷
禎
男
「
商
法
・
有
限
会
社
法
改
正
試
案
各
界
意
見
の
分
析
」
別
冊
商
事
法
務
九
三
号
、
五
九
～
六
〇
頁
。

（
2
）
　
高
等
裁
判
所
・
地
方
裁
判
所
（
最
高
裁
判
所
事
務
総
局
民
事
局
で
と
り
ま
と
め
た
も
の
）
の
意
見
、
石
油
連
盟
の
意
見
な
ど
。

（
3
）
閃
①
b
。
旨
薯
醤
①
q
。
ω
．
O
Φ
器
邑
＞
§
盲
ぎ
の
○
穿
9
．
、
旨
O
．
ψ
鴇
。
冨
↓
。
田
鼠
ぎ
g
》
且
の
§
窪
ω
①
。
霞
三
窃
．
．
〕
竃
塁
一
。。
弘
。
。。
倉

ω
図
ρ
卜
昌
昌
奏
一
閃
Φ
b
o
り
“
一
〇
〇
〇
9
サ
N
P

（
4
）
　
ア
メ
リ
カ
に
は
証
券
そ
の
も
の
を
失
効
さ
せ
る
除
権
判
決
の
よ
う
な
制
度
は
な
い
。
こ
の
た
め
、
実
務
の
上
で
は
株
券
喪
失
申
立
人
か
ら
賠
償

証
書
（
ぎ
留
巨
巳
身
ぎ
＆
）
の
差
入
れ
を
求
め
、
株
券
を
再
発
行
し
、
も
し
喪
失
株
券
の
適
法
な
所
持
人
が
現
わ
れ
た
場
合
に
は
、
会
社
は
賠
償
証

書
に
よ
り
保
険
金
を
入
手
し
て
市
場
か
ら
株
券
を
買
付
け
、
こ
れ
を
破
棄
す
る
こ
と
に
よ
り
株
券
の
二
重
発
行
を
回
避
す
る
と
い
う
慣
行
が
確
立
し

　
て
い
る
。
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一
、
制
度
創
設
の
沿
革

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
ω
一
九
七
五
年
証
券
諸
法
改
革
法
（
留
9
暮
匪
＞
塁
＞
馨
巳
馨
暮
ψ
9
這
琶
　
　
一
九
七
五
年
六
月
四
日
発
効
し
た
同
法
は
、
全
国
市

場
シ
ス
テ
ム
の
確
立
、
清
算
機
関
・
預
託
機
関
及
び
名
義
書
換
代
理
人
の
規
制
、
自
主
規
制
機
関
と
そ
れ
に
対
す
る
S
E
C
（
ω
①
。
ξ
三
畠

導
q
穿
。
富
罐
Φ
Q
§
巨
ω
の
9
1
証
券
取
引
委
員
会
）
の
監
督
の
強
化
、
地
方
債
券
取
引
の
規
制
及
び
機
関
投
資
家
の
証
券
取
引
・
保
有
状
況

の
開
示
な
ど
を
実
現
す
る
た
め
、
既
存
の
証
券
関
係
諸
法
に
改
正
を
加
え
る
と
い
う
オ
ム
ニ
バ
ス
立
法
で
あ
る
．

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
一
九
三
四
年
証
券
取
引
所
法
（
の
①
窪
暮
奮
穿
魯
き
鵯
｝
9
9
る
器
一
七
条
に
f
項
が
新
設
さ
れ
、
証
券
取
引
に

携
わ
る
す
べ
て
の
者
に
、
喪
失
又
は
盗
難
証
券
に
関
す
る
S
E
C
へ
の
報
告
及
び
照
会
が
義
務
付
け
ら
れ
た
。

　
こ
の
構
想
は
、
一
九
七
〇
年
に
S
E
C
が
証
券
投
資
者
保
護
法
（
留
。
弩
三
Φ
二
薯
婁
a
零
§
9
団
8
＞
9
9
お
§
に
関
し
て
問
題
提
起

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

を
し
、
翌
七
一
年
か
ら
七
四
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
議
会
公
聴
会
を
経
て
固
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
．

　
ω
S
E
C
規
則
の
制
定
と
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
　
新
設
の
証
券
取
引
所
法
一
七
条
の
f
項
は
、
S
E
C
に
制
度
運
営
の

細
目
に
関
す
る
規
則
制
定
を
授
権
し
た
の
で
、
S
E
C
は
一
九
七
六
年
一
月
二
〇
日
に
規
則
案
を
公
表
し
、
関
係
者
に
広
く
意
見
を
求
め

た
。　

こ
れ
に
対
し
数
多
く
の
意
見
書
が
寄
せ
ら
れ
た
の
で
、
S
E
C
は
こ
れ
ら
を
検
討
の
う
え
原
案
に
一
部
修
正
を
加
え
、
同
年
一
二
月
六

日
付
で
規
則
二
四
〇
・
一
七
f
l
一
を
制
定
し
、
一
九
七
七
年
三
月
一
日
か
ら
一
九
七
八
年
二
月
二
八
日
ま
で
の
一
年
間
、
パ
イ
ロ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

ト
・
プ
・
グ
ラ
ム
と
し
て
実
施
す
る
と
発
表
し
た
。
そ
の
目
的
は
規
則
及
び
シ
ス
テ
ム
の
有
効
性
を
確
か
め
る
こ
と
に
あ
る
と
説
明
さ
れ

て
い
る
．
そ
し
て
、
こ
の
間
は
、
①
統
一
証
券
確
認
番
号
（
Q
d
ω
弓
目
窮
げ
①
T
O
畠
弓
睦
O
§
巨
幕
①
2
d
巳
ま
毒
望
。
ξ
三
畠
固
撃
ま
寧

ぎ
。
写
。
8
3
奮
）
の
無
い
証
券
は
報
告
及
び
照
会
の
対
象
外
と
し
、
ま
た
②
総
額
一
万
ド
ル
未
満
の
取
引
は
照
会
義
務
を
免
除
す
る
こ
と

を
定
め
た
．
な
お
S
E
C
は
そ
の
運
用
結
果
に
よ
っ
て
は
、
規
則
や
シ
ス
テ
ム
を
改
め
る
こ
と
も
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
旨
を
も
明
ら
か
に
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し
た
。

　
し
か
し
、
予
定
通
り
に
は
進
ま
ず
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
プ
・
グ
ラ
ム
の
実
施
は
延
期
さ
れ
、
報
告
と
記
録
保
存
に
関
す
る
部
分
は
七
七
年

一
〇
月
三
日
か
ら
、
ま
た
照
会
と
そ
の
他
の
事
項
に
関
す
る
残
り
の
部
分
に
つ
い
て
は
翌
七
八
年
一
月
二
日
か
ら
実
施
と
改
め
ら
れ
た
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

こ
れ
に
伴
い
、
そ
の
終
期
も
七
八
年
一
二
月
三
一
日
ま
で
と
変
更
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
こ
の
間
の
検
討
の
結
果
と
し
て
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
プ
・
グ
ラ
ム
実
施
中
の
例
外
的
取
扱
い
に
つ
い
て
も
修
正
が
加
え
ら
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
前
記
①
の
除
外
証
券
に
C
P
（
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
ペ
ー
パ
ー
）
な
ど
の
短
期
証
券
が
追
加
さ
れ
た
。
次
に
②
の
取
引
総
額
一
万
ド

ル
の
算
定
基
準
は
、
債
券
は
券
面
額
、
株
式
は
時
価
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
．
そ
し
て
新
た
に
、
③
名
義
書
換
代
理
人
は
照
会
義
務
が
免

除
さ
れ
た
．
S
E
C
は
こ
の
追
加
修
正
に
よ
り
、
金
融
機
関
は
過
度
の
負
担
な
し
に
こ
の
制
度
を
通
常
の
商
取
引
の
手
順
に
取
込
め
る
筈

だ
と
述
べ
て
い
る
。

　
こ
の
間
に
S
E
C
は
、
喪
失
証
券
に
関
す
る
報
告
及
び
照
会
受
付
機
関
（
穿
菖
蔓
ε
窓
8
貯
Φ
国
ε
。
哩
班
き
傷
冒
β
三
琶
と
し
て
、
オ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

テ
ッ
ク
ス
社
（
＞
耳
穿
」
琴
）
を
七
七
年
五
月
一
二
日
付
で
指
名
し
た
．
S
E
C
は
規
則
制
定
時
の
通
牒
の
中
で
、
こ
の
種
業
務
を
そ
の

指
名
者
に
委
託
す
る
意
向
を
明
ら
か
に
す
る
と
共
に
、
選
定
基
準
を
も
公
表
し
て
受
託
者
の
勧
誘
を
行
な
っ
て
き
た
。
こ
の
種
の
業
務
に

は
、
デ
！
タ
処
理
お
よ
び
情
報
の
迅
速
な
受
け
入
れ
並
び
に
提
供
と
い
う
高
度
の
専
門
知
識
な
い
し
技
術
が
要
求
さ
れ
る
た
め
、
民
間
の

専
門
業
者
へ
の
委
託
と
い
う
方
法
が
採
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
．
委
託
期
間
は
二
年
毎
に
更
新
さ
れ
る
．
な
お
そ
の
後
同
社
は
ア
イ
テ
ル
社

に
買
収
さ
れ
て
ア
イ
テ
ル
・
オ
ー
テ
ッ
ク
ス
社
（
目
国
■
》
暮
穿
」
琴
）
と
な
り
、
こ
の
業
務
に
つ
い
て
は
そ
の
一
〇
〇
％
子
会
社
で
あ

る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ズ
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
社
（
ω
①
。
霞
三
盤
H
轟
。
毒
蝕
自
Q
Φ
暮
①
吋
冒
9
最
騨
曽
Q
）
が
担
当
し
て
現
在
に

至
っ
て
い
る
。

　
⑥
恒
久
制
度
へ
の
移
行
　
パ
イ
ロ
ヅ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
期
間
中
の
七
八
年
七
月
三
一
日
付
で
、
S
E
C
は
再
び
制
度
改
善
に
つ
い
て
の

　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

コ
メ
ン
ト
を
求
め
た
。
こ
れ
に
対
し
て
百
二
十
余
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
た
。
S
E
C
は
検
討
の
結
果
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
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の
実
施
期
間
を
一
九
七
九
年
六
月
三
〇
日
ま
で
延
長
す
る
こ
と
と
し
、
こ
れ
ら
の
意
見
を
織
込
ん
だ
改
善
案
を
提
案
す
る
と
共
に
、
重
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

て
コ
メ
ン
ト
の
提
出
を
求
め
、
三
十
四
通
の
追
加
コ
メ
ン
ト
が
得
ら
れ
た
。
し
か
し
追
加
意
見
に
は
そ
れ
程
重
要
な
も
の
は
含
ま
れ
て
い

な
か
っ
た
と
い
う
。

　
そ
こ
で
S
E
C
は
、
一
九
七
九
年
七
月
一
日
よ
り
制
度
を
本
格
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
併
せ
て
同
日
付
で
規
則
等
の
最
終
改
正
を
行
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

旨
を
、
同
年
五
月
三
一
日
付
の
通
牒
で
公
表
し
た
．

　
主
な
改
正
点
は
、
①
報
告
義
務
を
負
う
機
関
の
登
録
に
関
す
る
規
定
を
定
め
る
。
た
だ
し
国
法
証
券
取
引
所
（
Z
豊
。
壼
記
8
霞
三
Φ
ω
穿
－

。
富
夷
①
）
に
お
い
て
の
み
取
引
を
行
な
い
公
衆
と
取
引
す
る
こ
と
の
な
い
デ
ィ
ー
ラ
ー
等
は
除
外
す
る
．
②
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
プ
・
グ
ラ
ム

期
間
中
の
例
外
措
置
を
規
則
に
組
込
む
．
③
以
前
に
無
記
名
証
券
を
売
付
け
た
顧
客
か
ら
直
接
そ
の
証
券
を
受
入
れ
る
場
合
の
照
会
義
務

の
除
外
規
定
を
新
設
す
る
。
④
解
釈
に
よ
る
運
用
で
認
め
て
き
た
券
面
受
渡
拠
点
（
8
註
曽
暮
①
身
8
）
及
び
連
邦
準
備
銀
行
又
は
そ
の
支

店
か
ら
受
入
れ
た
証
券
に
つ
い
て
の
照
会
免
除
を
規
則
に
組
入
む
。
な
ど
で
あ
る
．

　
（
1
）
　
同
法
に
つ
い
て
は
．
拙
稿
「
ア
メ
リ
カ
の
証
券
制
度
改
革
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
五
九
五
号
、
神
崎
克
郎
「
米
国
の
一
九
七
五
年
証
券
諸
法
改
正
法
」

　
　
イ
ソ
ベ
ス
ト
メ
ン
ト
一
九
七
六
年
二
月
、
六
月
号
を
参
照
さ
れ
た
い
．

　
（
2
）
ω
国
O
閃
①
一
①
器
o
Z
。
．
ω
ヤ
一
ω
8
ω
（
U
Φ
ρ
一
9
一
鶏
O
）
．

　
（
3
）
ω
国
O
閃
①
一
①
器
Φ
Z
o
。
巽
－
誌
○
ω
○
（
鼠
口
●
b
ρ
一
〇
ま
）
●

　
（
4
）
跨
O
園
Φ
一
Φ
器
Φ
Z
。
．
G
。
高
－
旨
。。
ら
。
N
（
＞
罐
．
q
」
O
ミ
）
。

　
（
5
）
　
の
国
O
閃
①
一
＄
器
Z
。
●
逡
山
験
ω
o
。
（
竃
亀
一
N
｝
お
ミ
）
●
S
E
C
で
は
基
準
に
合
致
し
た
こ
と
の
ほ
か
、
最
も
コ
ス
ト
が
低
い
こ
と
を
理
由
と
し

　
　
て
い
る
。

　
（
6
）
　
ω
国
O
閑
。
一
①
器
Φ
Z
。
●
罐
山
8
窃
（
き
蔓
ω
一
し
雪
o
。
y
コ
メ
ン
ト
の
提
出
期
限
は
当
初
九
月
八
目
で
あ
っ
た
が
、
一
〇
月
一
五
日
に
延
期
さ
れ

　
　
た
（
乞
9
躍
山
9
＄
”
ω
Φ
宮
．
旨
一
這
お
）
。

　
（
7
）
旨
O
閑
①
一
①
器
①
Z
ρ
ω
“
－
一
認
。。
・
（
Z
。
＜
●
一
し
S
c。
）
｝
Z
。
●
謹
－
ま
①
c。
ω
（
竃
即
言
げ
N
Φ
し
。
お
）
’

　
（
8
）
　
の
国
O
即
o
一
①
器
Φ
Z
o
●
巽
1
㎝
oo
零
（
竃
餌
気
ω
一
一
一
〇
刈
O
y
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二
、
報
告
・
照
会
制
度
の
概
要

　
ω
報
告
機
関
（
冨
言
議
轟
富
江
言
ぎ
づ
）
と
そ
の
登
録
　
喪
失
・
盗
難
証
券
の
報
告
を
義
務
付
け
ら
れ
る
の
は
報
告
機
関
で
あ
る
。
規
則

に
よ
れ
ば
報
告
機
関
と
は
、
①
国
法
証
券
取
引
所
、
②
同
上
の
会
員
、
③
登
録
証
券
団
体
、
④
ブ
・
ー
カ
ー
、
⑤
デ
ィ
1
ラ
ー
、
⑥
地
方

債
デ
ィ
ー
ラ
ー
、
⑦
登
録
名
義
書
換
代
理
人
（
器
管
§
a
霞
き
ω
電
謎
①
邑
、
⑧
登
録
清
算
機
関
（
お
管
§
8
号
畳
夷
帥
㎎
S
昌
）
、
⑨
同
上

の
参
加
者
、
⑩
連
邦
準
備
制
度
の
会
員
、
及
び
⑪
連
邦
預
金
保
険
会
社
（
額
師
①
邑
∪
8
。
降
富
ξ
卑
琴
Φ
O
。
暮
。
§
喜
）
に
よ
り
保
険
さ
れ

る
銀
行
と
定
め
ら
れ
て
い
る
（
a
項
）
．

　
こ
れ
ら
の
報
告
機
関
は
、
S
E
C
又
は
そ
の
指
定
機
関
に
登
録
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
国
法
証
券
取
引
所
の
フ
ロ
ア
（
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

会
場
）
に
お
い
て
、
他
の
会
員
の
た
め
に
の
み
証
券
の
取
引
を
行
な
い
、
一
般
顧
客
の
証
券
は
取
扱
わ
な
い
取
引
所
会
員
及
び
、
登
録
ブ
ロ

ー
カ
ー
又
は
同
デ
ィ
ー
ラ
ー
で
、
可
変
契
約
（
く
畳
畳
Φ
8
暑
声
。
琶
及
び
又
は
有
限
責
任
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
持
分
（
ロ
§
げ
＆
冨
詳
器
議
葺
b

葺
§
色
の
売
買
の
み
を
行
な
い
、
報
告
・
登
録
制
度
の
対
象
と
な
る
証
券
を
取
扱
わ
な
い
者
は
除
外
さ
れ
る
（
b
項
）
。

　
③
除
外
証
券
　
次
に
掲
げ
る
各
種
の
証
券
は
、
こ
の
制
度
の
適
用
か
ら
除
外
さ
れ
る
（
f
項
）
。

　
①
連
邦
政
府
、
そ
の
機
関
（
お
窪
昌
。
二
霧
d
歪
冨
雪
鼠
一
尋
）
、
世
界
銀
行
（
一
暮
Φ
§
畳
9
亀
野
民
す
寄
8
累
σ
旨
＆
8
”
＆
U
Φ
ぎ
喜
目
聲
け
）
、

及
び
米
州
開
発
銀
行
（
一
暮
霞
》
幕
旨
き
U
①
ぎ
喜
馨
暮
評
爵
）
が
発
行
す
る
記
名
証
券
並
び
に
そ
の
偽
造
証
券
．
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
連

邦
財
務
省
の
指
示
（
駐
貫
仁
＆
8
）
並
び
に
金
融
業
界
の
慣
行
（
。
霞
お
客
質
畳
冨
）
に
よ
り
、
連
邦
財
務
省
又
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
連
邦
準
備

銀
行
へ
の
報
告
が
従
来
か
ら
行
な
わ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
も
し
そ
の
中
に
盗
難
証
券
が
含
ま
れ
て
い
れ
ば
．
し
か
る
べ
き
法
律
執
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

機
関
（
巷
鷲
。
冨
暮
Φ
蜀
≦
①
三
自
。
①
馨
暮
夷
9
昌
）
に
報
告
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
②
統
一
証
券
確
認
番
号
（
O
d
ω
宅
巨
目
ぴ
包
を
得
て
い
な
い
証
券
．
こ
の
番
号
は
全
国
的
に
取
引
さ
れ
て
い
る
証
券
（
た
だ
し
C
P
及
び

C
D
等
の
金
融
市
場
証
券
を
除
く
）
の
み
に
与
え
ら
れ
る
．
喪
失
・
盗
難
証
券
の
報
告
・
照
会
制
度
は
一
般
投
資
家
に
広
く
保
有
さ
れ
、
最
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も
容
易
に
譲
渡
で
き
、
か
つ
紛
失
、
盗
難
又
は
偽
造
等
の
生
じ
易
い
証
券
を
対
象
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
機
能
を
発
揮
で
き
る
と

　
　
い
う
考
え
方
か
ら
、
S
E
C
は
そ
れ
以
外
の
証
券
を
適
用
除
外
と
し
た
の
で
あ
る
．
な
お
、
こ
れ
ら
の
証
券
は
、
前
述
の
よ
う
に
試
行
期

　
　
間
中
か
ら
除
外
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
間
に
S
E
C
に
寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
多
く
が
、
恒
久
的
除
外
を
望
ん
で
い
た
こ
と
も
そ
の
理
由
の

　
　
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
③
債
権
の
利
札
。
②
と
同
様
に
試
行
期
間
中
の
除
外
措
置
が
恒
久
化
さ
れ
た
。
S
E
C
は
．
利
札
に
は
そ
れ
が
付
さ
れ
て
い
た
債
券

　
　
（
本
券
）
と
同
一
の
番
号
が
付
さ
れ
て
い
る
の
で
、
疑
わ
し
い
場
合
に
は
利
払
機
関
が
利
払
い
の
際
に
本
券
の
盗
難
・
喪
失
登
録
の
有
無
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
　
照
会
す
る
こ
と
に
よ
り
、
利
札
の
有
効
性
確
保
の
た
め
に
適
切
な
措
置
が
と
れ
る
こ
と
を
そ
の
理
由
と
し
て
い
る
．

　
　
　
⑥
報
告
を
要
す
る
場
合
　
規
則
に
よ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
（
c
項
）
．

　
　
　
①
盗
難
証
券
。
盗
難
発
見
後
一
営
業
日
内
に
S
E
C
（
そ
の
指
名
者
を
含
む
．
こ
の
点
後
述
．
以
下
同
じ
．
）
及
び
名
義
書
換
代
理
人
に
そ
の

度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

制
　
旨
を
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．
さ
ら
に
然
る
べ
き
法
律
執
行
機
関
（
巷
鷲
・
冨
暮
Φ
一
署
雪
す
。
①
馨
暮
護
雲
昌
）
に
も
報
告
を
要
す
る
。

会囎
　
　
②
紛
失
又
は
喪
失
証
券
．
犯
罪
行
為
に
よ
ら
ず
証
券
が
二
営
業
日
間
紛
失
又
は
喪
失
し
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
た
と
き
は
、
そ
の
後
一

告
報
　
営
業
日
内
に
S
E
C
及
び
名
義
書
換
代
理
人
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
の
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
．

の
誘
　
　
ω
顧
客
、
名
義
書
換
代
理
人
銀
行
、
ブ
ロ
ー
カ
ー
又
は
デ
ィ
ー
ラ
ー
ヘ
受
渡
し
の
た
め
輸
送
中
に
喪
失
し
た
と
き
は
、
相
手
方
か
ら

欝
．
未
受
領
の
通
知
を
受
取
っ
た
後
二
営
業
目
内
又
は
喪
失
証
券
の
番
号
確
認
の
直
後
に
行
な
え
ば
よ
い
。

獣
　
　
に
⇒
喪
失
が
法
令
等
に
よ
り
求
め
ら
れ
て
い
る
数
量
計
算
又
は
照
合
（
配
当
基
準
日
に
お
け
る
株
数
確
認
や
監
査
な
ど
の
場
合
．
）
の
過
程
で
生

るけ
　
じ
た
と
き
は
、
作
業
終
了
日
か
ら
十
日
以
内
又
は
喪
失
証
券
の
番
号
確
認
の
直
後
に
行
な
え
ば
足
り
る
．

於
に
　
　
圃
受
渡
、
預
託
又
は
引
出
し
の
過
程
で
未
受
領
と
な
っ
た
場
合
の
報
告
は
、
次
の
通
り
と
す
る
．

カ
刈
　
　
ω
清
算
機
関
（
号
琶
轟
品
①
づ
畠
）
を
経
由
し
た
と
き
は
、
渡
方
は
受
方
か
ら
請
求
を
受
け
た
後
二
営
業
日
内
に
証
券
番
号
を
受
方
に
伝

ア　
　
　
え
、
受
方
は
一
営
業
日
内
に
証
券
番
号
を
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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＠
受
渡
が
窓
口
を
通
し
て
行
な
わ
れ
、
渡
方
が
受
取
書
を
所
持
し
て
い
る
場
合
に
は
、
渡
方
は
受
方
か
ら
請
求
を
受
け
た
後
二
営
業
日

　
内
に
証
券
番
号
を
受
方
に
伝
え
、
受
方
は
一
営
業
目
内
に
証
券
番
号
を
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
渡
方
が
受
取
書
を
所
持
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
渡
方
は
未
受
領
の
通
知
を
受
方
か
ら
受
け
た
後
二
営
業
日
内
に
報
告
し
な
け
れ
ば

　
な
ら
な
い
。

　
の
受
渡
が
郵
便
又
は
運
送
（
＜
宣
母
亀
け
）
に
よ
り
行
な
わ
れ
、
支
払
い
代
金
が
十
営
業
日
内
に
受
領
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
渡
方
は
受
方

　
に
受
領
し
た
か
ど
う
か
を
確
認
し
、
未
受
領
の
場
合
に
は
二
営
業
目
内
に
そ
の
旨
を
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
③
偽
造
証
券
．
各
報
告
機
関
は
、
偽
造
証
券
の
発
見
後
一
営
業
日
内
に
、
S
E
C
、
名
義
書
換
代
理
人
及
び
然
る
べ
き
法
律
執
行
機
関

に
そ
の
旨
を
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
④
証
券
の
回
収
（
§
。
奉
蔓
）
又
は
発
見
．
各
報
告
機
関
は
、
既
に
紛
失
、
喪
失
又
は
盗
難
の
報
告
が
為
さ
れ
た
証
券
を
回
収
も
し
く
は

発
見
し
た
と
き
は
、
一
営
業
日
内
に
そ
の
旨
を
S
E
C
、
名
義
書
換
代
理
人
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
も
し
盗
難
の
報
告
が
然
る
べ
き
法
律
執
行
機
関
に
対
し
て
行
な
わ
れ
て
い
た
場
合
に
は
、
発
見
の
報
告
は
こ
れ
に
対
し
て
も
行
な
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
た
だ
し
、
回
収
の
報
告
は
、
そ
の
証
券
に
つ
き
紛
失
、
喪
失
又
は
盗
難
の
報
告
を
行
な
っ
た
報
告
機
関
の
み
が
報
告
義
務
を
負
う
．

　
㈲
報
告
す
べ
き
事
項
　
報
告
す
べ
ぎ
事
項
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
①
証
券
の
発
行
者

　
②
証
券
の
種
類
（
蔓
琶
及
び
組
（
悉
諒
V

　
③
発
行
目

　
④
満
期
目

　
⑤
額
面
金
額

146



アメリカに於ける喪失・盗難証券の報告・照会制度

　
⑥
利
率

　
⑦
証
券
番
号
及
び
記
号

　
⑧
名
義
人

　
⑨
偽
造
の
場
合
は
発
見
の
事
情

　
⑩
C
U
S
I
P
番
号

　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
⑪
F
I
N
S
番
号

　
報
告
は
S
E
C
所
定
の
様
式
（
寄
§
図
山
胡
山
》
）
に
よ
り
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
次
ぺ
ー
ジ
資
料
）

　
㈲
照
会
を
要
す
る
場
合
　
各
報
告
機
関
は
、
登
録
名
義
書
換
代
理
人
を
除
き
、
担
保
取
り
、
書
換
そ
の
他
に
よ
り
そ
の
所
有
又
は
保
管

す
る
こ
と
と
な
る
す
べ
て
の
証
券
に
つ
き
、
S
E
C
に
紛
失
、
喪
失
、
偽
造
又
は
盗
難
の
報
告
が
為
さ
れ
て
い
な
い
か
ど
う
か
を
照
会
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
d
項
）
。

　
た
だ
し
次
の
証
券
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

　
①
発
行
者
又
は
発
行
代
理
人
か
ら
直
接
受
入
れ
た
証
券
．
事
故
の
心
配
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
②
他
の
報
告
機
関
又
は
連
邦
準
備
銀
行
も
し
く
は
そ
の
支
店
か
ら
受
入
れ
た
証
券
．
相
手
方
が
す
で
に
照
会
義
務
を
果
し
て
い
る
か
ら

　
で
あ
る
。

　
③
報
告
機
関
が
そ
の
顧
客
か
ら
受
け
入
れ
た
証
券
で
、
ω
顧
客
自
身
又
は
そ
の
ノ
ミ
ニ
ー
の
名
義
の
も
の
、
又
は
臼⇒
か
つ
て
そ
の
顧
客

　
に
売
却
し
、
報
告
機
関
の
内
部
記
録
の
上
で
有
効
で
あ
る
も
の
。

　
④
額
面
合
計
一
万
ド
ル
以
下
の
債
券
又
は
市
価
合
計
一
万
ド
ル
以
下
の
株
式
の
取
引
の
一
部
で
あ
る
証
券
。

　
⑤
報
告
機
関
の
た
め
に
証
券
の
受
入
れ
及
び
引
渡
を
行
う
子
会
社
（
§
ま
§
①
母
8
）
か
ら
直
接
受
入
れ
た
証
券
。

　
S
E
C
は
、
こ
れ
ら
の
証
券
を
照
会
の
対
象
か
ら
除
外
し
た
の
は
、
大
部
分
の
場
合
に
つ
き
照
会
を
不
要
と
し
、
紛
失
、
喪
失
又
は
盗
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アメリカに於ける喪失・盗難証券の報告・照会制度

難
証
券
が
含
ま
れ
易
い
と
思
わ
れ
る
場
合
に
つ
き
照
会
を
要
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
制
度
が
通
常
の
商
取
引
の
過
程
に
不
当
な
分
裂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

（
毒
身
Φ
α
醇
唇
ぎ
”
）
が
起
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
．

　
⑥
照
会
の
時
期
　
照
会
を
何
時
行
な
え
ば
よ
い
か
に
つ
い
て
規
則
は
明
確
に
定
め
て
い
な
い
。
S
E
C
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
実
施
に
当
た
り
、
対
価
を
支
払
う
前
に
照
会
を
行
な
う
の
が
経
済
の
現
実
に
か
な
っ
て
お
り
、
特
に
証
券
や
状
況
が
怪
し
い
と
思
わ
れ

る
場
合
に
は
尚
更
で
あ
る
と
の
見
解
を
示
し
、
各
方
面
の
意
見
を
求
め
た
が
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
多
く
が
こ
れ
を
支
持
し
た
と
の
こ
と

　
　
（
8
）

で
あ
る
。

　
ω
照
会
の
方
法
　
規
則
は
、
照
会
は
S
E
C
が
定
め
る
方
法
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
み
定
め
て
い
る
（
d
項
㈹
）
。

　
こ
れ
は
後
述
の
よ
う
に
報
告
の
受
領
並
び
に
照
会
へ
の
応
対
等
の
業
務
を
S
E
C
自
身
が
行
な
わ
ず
、
デ
ー
タ
処
理
の
民
間
専
門
業
者

を
指
名
し
て
代
行
さ
せ
る
と
い
う
方
法
を
と
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
た
た
め
、
及
び
デ
ー
タ
処
理
シ
ス
テ
ム
は
技
術
的
変
化
が
著
し
く
固

定
的
に
定
め
る
の
は
適
当
で
な
い
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
現
行
の
照
会
の
方
法
に
は
、
報
告
機
関
か
ら
の
直
接
照
会
と
他
の
報
告
機
関
を
通
ず
る
間
接
照
会
の
二
つ
が
あ
る
。
直
接
照
会
は
、
電

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

話
、
テ
レ
ッ
ク
ス
又
は
郵
便
に
よ
り
指
名
機
関
に
対
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　
圖
記
録
の
保
存
義
務
　
各
報
告
機
関
は
、
報
告
書
（
閃
。
琶
図
山
胡
山
＞
）
の
写
し
、
他
の
報
告
機
関
と
の
間
の
こ
の
制
度
に
関
す
る
契

（
1
0
）

約
書
及
び
S
E
C
か
ら
受
取
っ
た
照
会
結
果
に
関
す
る
確
認
書
の
す
べ
て
を
、
三
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
g
項
）
。

　
㈲
報
告
・
照
会
受
付
機
関
　
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
制
度
の
中
核
と
な
る
喪
失
・
盗
難
証
券
に
関
す
る
報
告
及
び
照
会
の
受
付

並
び
に
照
会
の
応
答
の
業
務
は
、
大
量
の
デ
ー
タ
の
管
理
と
迅
速
な
検
索
と
い
う
高
度
の
情
報
処
理
に
関
す
る
専
門
的
知
識
が
求
め
ら
れ

る
．
こ
の
た
め
S
E
C
は
当
初
か
ら
規
則
に
お
い
て
報
告
及
び
照
会
先
を
「
委
員
会
又
は
そ
の
指
名
機
関
（
Q
§
巨
路
自
。
二
班
3
誇
阜

8
）
」
と
定
め
、
然
る
べ
き
専
門
業
者
に
委
託
す
る
姿
勢
を
と
っ
て
い
た
。

　
S
E
C
は
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
段
階
で
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
力
を
借
り
た
手
作
業
中
心
の
シ
ス
テ
ム
か
ら
始
め
る
の
が
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無
難
で
あ
る
が
、
将
来
は
リ
ア
ル
・
タ
イ
ム
で
オ
ン
・
ラ
イ
ソ
に
よ
る
完
全
自
動
の
シ
ス
テ
ム
に
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
選
定
条
件
を

明
示
し
て
希
望
者
を
募
集
し
た
。
提
示
し
た
条
件
の
中
で
、
S
E
C
は
、
シ
ス
テ
ム
の
運
用
コ
ス
ト
が
可
能
な
限
り
低
い
こ
と
が
望
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

い
と
強
調
し
て
い
る
．

　
そ
の
結
果
、
前
述
の
よ
う
に
一
九
七
七
年
五
月
オ
ー
テ
ッ
ク
ス
社
が
指
名
さ
れ
た
。
S
E
C
は
指
名
に
関
す
る
通
牒
の
中
で
重
ね
て
指

名
の
条
件
を
詳
細
に
示
し
、
こ
の
指
名
は
恒
久
的
な
も
の
で
は
な
く
、
同
社
が
指
名
基
準
か
ら
外
れ
た
場
合
は
他
の
然
る
べ
き
機
関
を
指

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

名
す
る
考
え
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
そ
の
後
同
社
は
ア
イ
テ
ル
社
に
買
収
さ
れ
、
ア
イ
テ
ル
・
オ
ー
テ
ッ
ク
ス
社
と
な
っ
た
の
に
伴
い
、
指
名
機
関
の
業
務
を
専

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

門
に
行
な
う
子
会
社
と
し
て
S
I
C
（
ω
。
。
鼠
幕
。
一
託
。
§
畳
目
9
暮
Φ
二
琴
の
略
称
）
が
設
立
さ
れ
、
同
社
が
指
名
機
関
と
な
っ
た
。
そ

の
後
今
日
ま
で
同
社
は
指
名
機
関
と
し
て
の
地
位
を
保
っ
て
い
る
。

　
こ
の
他
に
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ス
タ
ー
ト
時
に
は
、
規
則
は
「
然
る
べ
き
補
助
機
関
（
＞
暑
3
質
馨
Φ
冒
跨
口
舅
聲
一
当
蔓
）
」

と
し
て
連
邦
準
備
銀
行
又
は
そ
の
支
店
（
連
邦
政
府
、
そ
の
機
関
又
は
補
助
機
関
、
世
界
銀
行
、
米
州
銀
行
及
び
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
の
発
行
す
る
証

券
に
関
し
て
）
及
び
S
E
C
（
そ
の
他
の
証
券
に
関
し
て
）
を
指
名
し
（
旧
a
項
2
号
）
、
報
告
及
び
照
会
は
こ
れ
ら
に
対
し
て
行
な
う
も
の
と

し
て
い
た
（
旧
b
項
－
号
、
c
項
－
号
）
。
前
者
は
す
で
に
一
九
七
〇
年
末
か
ら
政
府
証
券
等
に
つ
い
て
喪
失
・
盗
難
証
券
の
チ
ェ
ッ
ク
・
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

ス
ト
制
度
を
運
営
し
て
お
り
、
こ
れ
に
新
制
度
を
被
ぶ
せ
れ
ば
、
実
務
上
何
の
混
乱
も
生
じ
な
い
と
判
断
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

　
し
か
し
試
行
期
間
中
に
喪
失
・
盗
難
証
券
に
関
す
る
デ
ー
タ
・
べ
ー
ス
が
二
本
建
て
と
な
る
の
は
好
ま
し
く
な
く
、
一
本
の
デ
ー
タ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
！
5
）

べ
ー
ス
（
Q
Φ
暮
邑
盆
鼠
び
器
。
）
に
統
合
す
べ
き
だ
と
の
意
見
が
高
ま
っ
た
の
で
、
S
E
C
は
制
度
の
本
格
実
施
時
期
に
規
則
を
改
正
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

「
然
る
べ
き
補
助
機
関
」
に
関
す
る
部
分
を
削
除
し
、
一
九
七
九
年
七
月
一
日
か
ら
デ
ー
タ
・
べ
ー
ス
の
統
合
を
実
施
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
本
制
度
の
運
用
担
当
者
は
S
I
C
に
集
約
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
㈲
任
意
の
報
告
及
ぴ
照
会
　
各
報
告
機
関
は
、
制
度
上
報
告
又
は
照
会
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
な
い
す
べ
て
の
証
券
に
っ
い
て
も
、
S
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E
C
に
喪
失
・
盗
難
等
に
つ
い
て
報
告
及
び
照
会
を
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
S
E
C
は
、
書
面
に
よ
る
申
請
又
は
S
E
C
自
身
の
判
断
に
よ
り
、
い
か
な
る
人
又
は
法
人
（
Φ
註
蔓
）
を
も
公
益
及
び
投
資
者
保

護
の
た
め
に
適
当
か
つ
必
要
と
認
め
ら
れ
る
条
件
の
も
と
に
、
本
制
度
に
よ
る
報
告
及
び
照
会
を
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
e
項
）
。
任

意
参
加
者
に
つ
い
て
S
E
C
は
、
報
告
機
関
に
含
ま
れ
て
い
な
い
外
国
銀
行
、
保
険
会
社
な
ど
の
金
融
機
関
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
も
よ

　
　
　
（
1
7
）

う
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
フ
ロ
ア
・
ト
レ
ー
ダ
ー
、
フ
ロ
ア
・
ブ
ロ
ー
ヵ
1
及
び
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
こ
れ
に
当
た
る
（
の
国
O
閃
Φ
一
＄
8
Z
9
ω
命
窃
Q。
雪
）
。

　
（
2
）
の
国
O
閃
①
一
Φ
器
①
2
0
●
G。
や
一
ω
o。
呂
．

　
（
3
）
　
O
O
ω
弓
と
は
O
。
唐
巨
暮
①
①
8
q
巳
3
吋
旨
ω
8
霞
鼠
霧
固
雪
菖
旨
蝕
3
牢
8
a
ξ
＄
の
略
称
で
あ
る
．
同
委
員
会
は
国
法
証
券
取
引
所

　
　
上
場
証
券
や
全
国
気
配
案
内
所
（
Z
蝕
。
轟
一
曾
9
蝕
2
切
q
吋
Φ
聾
）
が
発
行
し
て
い
る
ピ
ン
ク
・
シ
ー
ト
（
店
頭
取
引
銘
柄
の
気
配
の
一
覧
表
で
、

　
　
用
紙
の
色
か
ら
こ
の
名
が
付
い
た
．
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
証
券
な
ど
、
全
国
的
に
取
引
さ
れ
か
つ
全
般
の
利
益
に
係
わ
る
と
認
め
た
証
券
に
認
識
番

　
　
号
を
付
し
、
投
資
者
に
証
券
の
流
通
性
の
判
断
基
準
を
与
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
一
九
七
五
年
五
月
時
点
で
約
百
二
十
万
銘
柄
が
こ
の
番

　
　
号
を
取
得
し
て
い
る
。
な
お
．
券
面
が
発
行
さ
れ
な
い
証
券
に
は
こ
の
番
号
は
与
え
ら
れ
な
い
。
現
在
．
こ
の
業
務
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
ア
ソ
ド
・

　
　
プ
ー
ア
社
が
担
当
し
て
い
る
（
ω
国
O
國
巴
＄
零
Z
9
ω
命
ま
c
。
8
β
。
3
F
Z
Q
・
ω
命
認
雪
ザ
Z
。
‘
N
P
這
G。
q
）
。

　
（
4
）
ω
国
○
図
①
一
Φ
器
Φ
Z
。
●
ω
命
ま
o。
①
ざ
づ
9
①
一
介

　
（
5
）
　
S
E
C
は
、
こ
の
種
の
機
関
と
し
て
、
ω
地
方
敬
“
、
口
察
（
■
。
。
巴
℃
＆
8
U
8
Φ
旨
目
①
暮
）
、
㈲
連
邦
捜
査
局
（
F
B
I
）
及
び
⑥
連
邦
秘
密
警
察

　
　
（
q
ψ
留
窪
9
ω
霞
三
8
）
を
挙
げ
，
そ
の
選
択
の
ガ
イ
ド
・
ラ
イ
ソ
を
示
し
て
い
る
（
寄
一
＄
器
Z
ρ
逡
－
お
G
。
輿
ロ
。
♂
さ
）
．

　
（
6
）
　
頴
壼
琴
一
巴
ぎ
身
9
蔓
Z
信
目
ご
霞
幹
き
量
吋
臼
自
巨
げ
零
の
略
称
で
あ
る
．
デ
ポ
ジ
タ
リ
i
・
ト
ラ
ス
ト
・
カ
ン
パ
ニ
ー
が
請
求
に
応
じ
て
番

　
　
号
を
付
与
す
る
．
同
社
は
F
I
N
S
案
内
を
発
行
し
、
F
I
N
S
番
号
の
検
索
の
便
を
は
か
っ
て
い
る
．

　
（
7
）
ω
国
Q
即
①
一
Φ
器
①
Z
9
ω
命
一
ω
o。
ω
の
●

　
（
8
）
　
ω
国
○
閃
Φ
一
①
器
Φ
乞
o
●
G。
や
筍
①
o
。
ω
（
竃
貰
魯
⑬
P
一
〇
お
ン
5
9
Φ
ま
．

　
（
9
）
ω
国
○
園
Φ
一
Φ
器
①
Z
ρ
ω
轟
－
一
認
8
■

　
（
1
0
）
　
具
体
的
に
は
間
接
照
会
者
と
直
接
照
会
者
と
の
間
の
契
約
書
が
主
な
も
の
で
あ
る
（
跨
Q
”
。
一
鶏
器
Z
ρ
ω
命
頴
Q・
巽
、
．
U
ぎ
9
＼
営
象
お
9
冒
－

　
　
ρ
鼠
q
．
．
の
項
を
参
照
）
．
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（
n
）
　
ω
国
O
国
①
一
＄
器
Z
。
・
認
山
8
認
㌦
．
U
Φ
巴
讐
魯
陣
8
9
導
○
喜
。
。
置
①
国
暮
一
蔓
、
、
の
項
参
照
。

（
1
2
）
ω
国
○
閑
①
一
①
器
①
Z
ρ
巽
－
一
ω
器
o
。
（
冒
亀
一
⑲
し
O
ミ
）
．

（
13
）
ω
国
O
閑
①
一
①
器
①
Z
。
●
ω
“
－
一
ω
o。
ω
ρ
β
9
①
9

（
14
）
の
国
O
園
①
一
①
器
Φ
Z
9
ω
や
一
ω
o。
ら
。
ρ
卜
竈
Φ
＆
一
図
目
一
・

（
1
5
）
　
ω
国
Q
因
①
一
Φ
器
①
客
o
●
逡
山
罰
o
。
ω
●
こ
の
通
牒
で
は
一
九
八
○
年
末
の
統
合
を
提
案
し
て
い
た
（
．
、
O
奏
一
｝
薯
3
胃
一
彗
①

　
の
項
を
参
照
）
．

（
1
6
）
　
ω
国
O
園
Φ
一
①
器
①
乞
9
ω
命
窃
o
。
雪
（
．
、
9
暮
一
8
9
暫
9
暮
邑
評
蜜
切
暫
器
、
．
の
項
を
参
照
）
。

（
1
7
）
　
の
円
Q
閃
①
一
8
器
Z
9
巽
∴
ω
c
。
認
（
．
．
唱
霞
巨
毘
お
冒
ρ
巳
蔓
．
、
の
項
を
参
照
）
。

一
⇒
oo
一
り
q
目
①
口
ひ
帥
一
一
ひ
一
①
砿
こ
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三
、
報
告
・
照
会
制
度
の
運
用
状
況

　
喪
失
・
盗
難
証
券
の
報
告
、
照
会
制
度
は
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
プ
・
グ
ラ
ム
に
よ
る
二
年
の
試
行
期
間
を
加
え
る
と
既
に
十
年
の
実
績
を

有
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
公
表
さ
れ
た
報
告
書
等
を
も
と
に
、
関
係
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
結
果
な
ど
を
も
加
え
て
、
運
用
状
況
に
つ
き

概
観
し
て
み
た
い
。

　
ω
指
名
機
関
に
求
め
ら
れ
る
能
力
　
指
名
機
関
は
S
E
C
に
代
り
報
告
を
受
け
照
会
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
一
定
の
能
力

を
備
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
．
S
E
C
は
S
I
C
の
前
身
で
あ
る
オ
ー
テ
ッ
ク
ス
社
の
指
名
の
際
に
、
指
名
機
関
に
求
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ら
れ
る
要
件
は
次
の
通
り
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

　
①
S
E
C
の
た
め
に
報
告
を
受
領
し
、
照
会
に
回
答
し
．
こ
れ
ら
の
記
録
を
保
持
し
、
名
義
書
換
代
理
人
に
対
し
報
告
の
受
取
書
を
発

行
し
．
報
告
機
関
か
ら
制
度
運
用
の
た
め
の
コ
ス
ト
を
ま
か
な
う
た
め
S
E
C
の
認
め
た
手
数
料
を
徴
収
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
②
電
話
、
郵
便
、
テ
レ
ッ
ク
ス
及
び
他
の
手
段
に
よ
る
報
告
又
は
照
会
を
受
付
け
、
文
書
（
富
缶
8
窯
）
に
よ
る
そ
の
確
認
を
報
告
機
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関
に
送
付
し
、
報
告
機
関
名
に
よ
る
照
会
記
録
を
維
持
す
る
能
力
を
備
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
③
そ
の
業
務
運
営
は
能
率
的
（
げ
琶
蓉
琶
涛
①
）
で
か
つ
最
高
の
基
準
に
従
っ
て
遂
行
さ
れ
る
こ
と
を
保
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
④
そ
の
作
成
す
る
デ
ー
タ
・
べ
ー
ス
は
、
す
べ
て
の
紛
失
・
喪
失
又
は
盗
難
証
券
の
報
告
が
記
録
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
他
S
E
C
が
指

定
す
る
報
告
を
も
記
録
で
き
る
だ
け
の
容
量
（
。
碧
器
蔓
）
を
備
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
⑤
報
告
、
照
会
、
確
認
、
訂
正
等
に
関
す
る
S
E
C
の
検
査
に
即
応
で
き
る
よ
う
に
、
最
新
の
か
つ
真
実
の
記
録
が
保
持
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
指
名
機
関
の
対
応
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
な
お
記
録
に
は
そ
れ
ら
が
行
わ
れ
た
時
間
及
び
方
法
も
含
ま
れ
る
こ
と
を

要
す
る
。

　
さ
ら
に
報
告
機
関
に
対
し
指
名
機
関
が
請
求
し
た
勘
定
書
き
及
び
指
名
機
関
が
受
取
っ
た
金
額
の
計
算
記
録
を
も
、
S
E
C
の
検
査
に

応
じ
得
る
よ
う
に
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
暦
年
毎
の
記
録
は
三
年
間
保
存
す
る
こ
と
を
要
す
る
．

　
な
お
、
指
名
機
関
は
S
E
C
に
対
し
、
同
委
員
会
が
適
当
か
つ
必
要
と
す
る
内
容
の
年
次
報
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
⑥
指
名
機
関
が
維
持
す
る
規
則
一
七
f
ー
一
に
よ
り
受
取
っ
た
報
告
及
び
照
会
並
び
に
こ
れ
ら
に
対
す
る
確
認
書
や
計
算
関
係
そ
の
他

の
情
報
は
す
べ
て
S
E
C
の
財
産
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
S
E
C
の
請
求
に
応
じ
、
そ
の
一
部
又
は
全
部
の
真
実
、
正
確
か
つ
完
全
な
写

し
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

　
⑦
そ
の
他
S
E
C
が
指
示
す
る
合
理
的
な
条
件
を
す
べ
て
受
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
③
指
名
機
関
へ
の
登
録
、
報
告
、
照
会
の
実
際
　
S
E
C
が
定
め
た
指
名
機
関
を
通
ず
る
具
体
的
な
手
続
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
①
報
告
機
関
の
登
録
。
登
録
は
所
定
の
様
式
に
よ
り
行
な
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
様
式
は
1
部
（
評
昏
一
）
か
ら
N
部
ま
で
に
分
か
れ
て

お
り
、
報
告
機
関
の
種
類
に
よ
り
使
い
分
け
ら
れ
る
。

　
1
部
目
す
べ
て
の
報
告
機
関
が
記
入
す
る
。
記
載
事
項
は
、
ω
名
称
及
び
住
所
（
郵
送
先
）
、
㈲
F
I
N
S
番
号
、
㈹
担
当
者
の
氏
名
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

役
職
、
電
話
番
号
、
㈹
報
告
機
関
の
種
類
（
蔓
包
、
㈲
報
告
機
関
の
規
模
で
、
圃
と
＠
は
該
当
欄
に
印
を
付
け
れ
ば
よ
い
．
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H
部
“
直
接
照
会
者
（
U
ぎ
9
H
呂
三
§
）
と
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
者
の
み
が
記
入
す
る
。
直
接
照
会
者
は
所
定
の
登
録
手
数
料
及
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

照
会
手
数
料
の
支
払
義
務
を
負
う
。
記
載
事
項
は
、
ω
連
絡
場
所
（
ぎ
8
器
幹
慧
9
）
、
0
9
報
告
、
照
会
毎
の
確
認
文
書
送
付
希
望
の
有
無
、

価
手
数
料
支
払
い
の
同
意
（
代
表
者
の
署
名
を
求
め
ら
れ
る
．
）
で
あ
る
。

　
皿
部
”
問
接
照
会
者
（
目
注
ぎ
。
二
呂
忌
§
）
と
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
者
の
み
が
記
入
す
る
。
記
入
事
項
は
照
会
を
依
頼
し
た
直
接
照

会
者
名
の
み
（
空
欄
に
記
入
）
で
、
間
接
照
会
者
の
代
表
者
が
署
名
す
る
。

　
N
部
H
す
べ
て
の
報
告
機
関
が
記
入
す
る
。
記
載
事
項
は
、
ω
契
約
書
欄
（
代
表
者
の
署
名
を
求
め
ら
れ
る
．
）
、
㈹
報
告
作
成
者
の
氏
名
、

役
職
及
び
署
名
で
あ
る
。
契
約
書
の
骨
子
は
、
S
E
C
規
則
に
よ
る
制
度
へ
の
参
加
の
確
認
及
び
S
E
C
が
S
I
C
を
指
名
し
た
こ
と
の

確
認
並
び
に
不
可
抗
力
等
に
よ
る
損
害
に
対
す
る
免
責
の
許
容
で
あ
る
。

　
②
喪
失
・
盗
難
等
の
報
告
。
報
告
す
べ
き
事
項
は
、
ω
証
券
の
喪
失
・
盗
難
、
紛
失
又
は
偽
造
、
㈲
喪
失
、
盗
難
又
は
紛
失
と
報
告
し

た
証
券
の
回
収
、
㈹
回
収
以
外
の
事
由
に
よ
る
報
告
事
項
の
訂
正
で
あ
る
。

　
報
告
は
S
E
C
所
定
の
様
式
（
寄
§
図
∴
弓
－
3
）
に
よ
り
、
予
め
届
出
て
あ
る
担
当
者
が
署
名
を
し
て
指
名
機
関
に
郵
送
す
る
。
報
告

事
項
は
、
報
告
書
の
受
理
後
一
日
以
内
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
デ
ー
タ
・
べ
ー
ス
に
入
力
さ
れ
る
。

　
予
備
報
告
（
賓
Φ
一
ぎ
一
召
曙
冨
零
き
は
電
話
又
は
テ
レ
ッ
ク
ス
に
よ
っ
て
可
能
で
あ
り
、
こ
の
方
法
を
と
る
こ
と
が
奨
励
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
場
合
の
報
告
事
項
は
ω
F
I
N
S
番
号
、
＠
C
U
S
I
P
番
号
、
の
証
券
の
記
番
号
及
び
、
◎
犯
罪
の
可
能
性
の
有
無
で
あ
る
。
な

お
、
必
ず
正
規
の
様
式
に
よ
る
報
告
書
を
後
か
ら
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
指
名
機
関
は
、
週
単
位
で
報
告
確
認
書
を
報
告
機
関
に
送
付
す
る
。

　
③
喪
失
・
盗
難
等
の
照
会
。
前
述
の
よ
う
に
直
接
照
会
と
間
接
照
会
と
が
あ
る
。

　
ω
直
接
照
会
”
直
接
照
会
は
電
話
、
テ
レ
ッ
ク
ス
又
は
郵
便
の
い
ず
れ
で
も
よ
い
。
電
話
に
よ
る
照
会
は
、
予
め
定
め
ら
れ
た
特
定
の

電
話
番
号
を
通
じ
、
照
会
者
の
コ
ー
ド
番
号
、
照
会
対
象
証
券
の
C
U
S
I
P
番
号
及
び
そ
の
証
券
の
記
番
号
を
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
告
げ
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（
7
）

て
行
な
う
。
そ
の
際
、
後
の
確
認
の
た
め
の
照
会
番
号
（
謡
ま
畳
3
Z
q
暮
8
が
与
え
ら
れ
る
。
郵
便
又
は
テ
レ
ッ
ク
ス
に
よ
る
照
会
の

場
合
も
電
話
の
場
合
と
同
様
の
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
は
指
名
機
関
か
ら
受
取
書
が
送
付
さ
れ
る
．

　
照
会
を
受
け
た
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
、
指
名
機
関
が
有
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
デ
ー
タ
・
べ
ー
ス
に
よ
り
喪
失
・
盗
難
等
の
報
告
の
有

無
を
調
査
し
、
若
し
報
告
が
あ
る
こ
と
が
発
見
さ
れ
た
場
合
は
．
報
告
に
合
致
（
暴
貯
＆
し
た
旨
が
照
会
者
に
伝
え
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、

犯
罪
の
可
能
性
が
な
さ
そ
う
な
と
き
は
、
当
該
報
告
を
行
な
っ
た
報
告
機
関
に
ど
う
接
触
（
。
9
§
一
）
し
た
ら
よ
い
か
に
つ
い
て
の
指
示

（
募
げ
歪
9
ぎ
）
も
通
知
さ
れ
る
。
ま
た
合
致
の
旨
は
、
照
会
者
名
と
共
に
当
該
報
告
者
に
も
通
知
さ
れ
る
。

　
調
査
の
結
果
が
喪
失
報
告
無
し
で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
旨
の
確
認
書
が
照
会
者
に
郵
送
さ
れ
る
。
前
述
の
よ
う
に
登
録
の
際
に
追

加
手
数
料
を
支
払
っ
た
照
会
者
に
対
し
て
は
、
照
会
の
都
度
確
認
書
（
報
告
の
有
．
無
の
双
方
に
つ
き
）
が
送
付
さ
れ
る
。

　
0
⇒
間
接
照
会
U
登
録
届
出
書
に
記
載
し
た
特
定
の
直
接
照
会
者
を
通
じ
、
予
め
契
約
で
定
め
た
方
法
に
よ
り
照
会
を
行
な
う
。
従
っ
て

指
名
機
関
と
は
直
接
関
係
を
持
た
な
い
か
ら
、
手
数
料
の
支
払
い
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
。
照
会
に
要
し
た
費
用
は
契
約
の
定
め
に

従
っ
て
分
担
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
④
手
数
料
．
前
述
し
た
登
録
の
手
数
料
及
び
確
認
に
関
す
る
特
別
の
手
数
料
の
他
に
、
利
用
料
（
垢
謎
Φ
）
が
徴
収
さ
れ
る
．
こ
れ
は
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

の
制
度
運
用
に
関
す
る
費
用
を
ま
か
な
う
た
め
で
あ
る
。
利
用
料
は
四
半
期
毎
に
見
込
利
用
回
数
を
直
接
照
会
者
の
規
模
に
応
じ
て
配
分

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
負
担
額
を
算
出
の
上
、
第
一
次
連
絡
場
所
宛
に
請
求
書
を
送
付
し
て
徴
収
す
る
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ
て
い
る
。
第
1

表
は
、
一
九
七
九
年
の
実
績
（
一
日
当
り
千
件
）
を
も
と
に
し
た
利
用
料
の
配
分
案
（
単
位
ド
ル
）
で
あ
る
。

　
⑥
制
度
の
利
用
状
況
　
指
名
機
関
は
毎
年
S
E
C
に
対
し
報
告
書
の
提
出
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
最
近
四
年
間
の
報
告
書
を
入
手

で
き
た
の
で
、
こ
れ
を
も
と
に
利
用
状
況
を
紹
介
し
よ
う
。

　
①
報
告
機
関
の
登
録
状
況
．
第
2
表
の
通
り
一
九
八
六
年
末
の
総
数
は
二
万
三
百
八
社
で
、
年
々
増
加
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
直
接

照
会
者
は
僅
か
二
千
三
百
二
十
四
社
で
、
全
体
の
一
一
・
四
％
に
す
ぎ
な
い
．
特
に
小
規
模
の
報
告
機
関
は
殆
ん
ど
が
問
接
照
会
者
を
選
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(~5 1 ~!~) 

TSipe 

Banks 

Sl~e 

Amounts of Deposits 

~;~~~f ~~60~~12~~- ('87 : 12) 

E~timated Annual Usage Charges 
If 500 If 1000 If 1500 

Direct Direct Direct 
Inquirers, Inquirers Inquirers 

Over $1 Billion 

$500 Million to 
$1 Billion 

Less than $500 
Million 

3200 

1600 

150 

3000 

1500 

100 

2800 

1400 

75 

Securities 

Organizations 
Annual Revenue 
(Most recent 
fiscal year) 

Over $25 Million 
$5 Million to 
$25 Million 
$500,000 to 
$5 Million 
Less than $500,000 

3200 

2100 

600 
300 

3000 

1800 

500 
250 

2800 

1600 

400 
200 

Non-Bank 
Transf er 

Agents 

Number of 
Shares Issued 
Last Year 

100,000 shares 

or more 
Less than 100,000 
shares 

150 

50 

150 

50 

150 

50 

(~i~ 2 ~!~) (~iF~I~) 

~~. 1. 

2. 

4 ;~ IJ v ~(~I~~~~~~t~F~,~~~~~:~. 

( )F~]I~~PF･~~~~Lflj;~1~f. C )~~l~~:~~~.~~~ I ~h~~ ~ (i~t~ ~,V). 
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アメリカに於ける喪失・盗難証券の報告・照会制度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

択
し
て
い
る
。
業
種
別
に
見
る
と
、
銀
行
は
報
告
機
関
該
当
行
が
一
万
四
千
五
百
行
な
の
で
、
八
七
・
五
％
が
登
録
済
み
で
あ
る
．
ま
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

証
券
会
社
は
対
象
会
社
数
が
七
千
七
百
八
十
八
社
な
の
で
、
登
録
率
は
九
〇
・
○
％
と
か
な
り
高
い
。
こ
れ
ら
二
業
種
を
比
べ
る
と
、
証

券
会
社
の
方
が
直
接
照
会
者
の
割
合
が
相
対
的
に
高
い
の
が
注
目
さ
れ
る
。

　
②
利
用
料
の
負
担
状
況
．
利
用
料
の
支
払
額
は
第
2
表
に
カ
ッ
コ
書
き
で
示
し
た
通
り
で
、
直
接
照
会
者
一
社
当
り
年
間
四
百
九
十
ド

ル
弱
で
あ
る
。
業
種
別
に
見
る
と
証
券
会
社
が
五
百
七
十
九
ド
ル
弱
と
最
も
大
き
い
が
、
年
々
低
下
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
規
模
別
最
上

位
ラ
ン
ク
の
平
均
支
払
額
は
、
銀
行
・
証
券
共
に
三
千
四
百
八
十
一
ド
ル
で
あ
る
。

　
③
報
告
の
状
況
。
第
3
表
の
通
り
一
九
八
六
年
の
喪
失
報
告
は
五
十
九
万
七
千
枚
強
、
五
十
一
万
四
千
件
弱
で
、
一
件
当
り
一
・
一
六

枚
で
あ
る
．
業
種
別
に
は
銀
行
が
多
く
四
一
・
二
％
を
占
め
て
い
る
。
証
券
種
類
別
に
は
第
3
表
の
通
り
普
通
株
が
圧
倒
的
に
多
く
、
全

体
の
八
四
％
に
達
し
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
回
収
報
告
は
十
三
万
五
千
枚
強
、
十
一
万
二
千
件
弱
で
、
そ
れ
ぞ
れ
喪
失
報
告
に
対
し
二
二
・
六
％
、
一
二
・
八
％
に
当

る
。　

こ
れ
ら
の
合
計
は
七
十
三
万
二
千
枚
弱
、
六
十
二
万
六
千
件
弱
で
、
一
日
平
均
二
千
四
百
六
十
三
件
で
あ
る
。
な
お
電
話
に
よ
る
報
告

（
予
備
報
告
）
は
僅
か
三
千
五
百
三
十
三
件
で
、
全
体
の
○
・
六
％
に
す
ぎ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

　
④
照
会
の
状
況
。
照
会
状
況
は
第
5
表
の
通
り
で
、
一
九
八
六
年
は
八
十
四
万
七
千
件
弱
、
八
十
九
万
五
千
枚
弱
で
、
そ
の
数
は
年
々

増
加
し
て
お
り
、
年
間
の
照
会
枚
数
は
報
告
枚
数
を
上
回
っ
て
い
る
．
照
会
件
数
の
う
ち
九
四
・
六
％
が
電
話
照
会
で
、
照
会
者
は
証
券

会
社
が
七
九
％
弱
と
圧
倒
的
に
多
い
。

　
照
会
の
う
ち
喪
失
報
告
有
り
と
さ
れ
た
の
は
表
中
カ
ッ
コ
書
き
の
通
り
で
、
五
百
九
十
六
件
と
全
体
の
僅
か
○
・
〇
七
％
で
あ
る
。

　
直
接
照
会
者
は
二
千
三
百
二
十
四
社
で
あ
る
か
ら
一
社
当
り
の
照
会
件
数
は
三
百
八
十
五
件
と
な
り
、
一
日
一
件
以
上
の
照
会
が
行
な

わ
れ
て
い
る
勘
定
で
あ
る
。
ま
た
照
会
証
券
は
二
百
五
十
六
万
六
千
余
枚
で
、
一
件
当
り
二
・
九
枚
と
な
っ
て
い
る
。
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〈第3表）報告（喪失・回収）状況（各年問）

業　種別 198 3 198 4 198 5 198 6
枚 96 枚 ％ 枚 ％ 枚 0／

！0

銀　　行 324，264 54．8 290，419 47．9 225，844 36．9 297，242 40．6

263，731 55．8 242，759 49．3 188，947 37．3 245，773 41．2

60，533 51．1 47，660 41．7 36，897 35．3 51，469 38．1

証券会社 81，139 13．7 86，838 14．3 89，007 14．6 98，843 13．5

61，437 13．0 68，369 13．9 71，617 14．1 73，410 12．3

19，702 16．6 18，469 16．2 17，390 16．7 25，433 18．8

名義書換代理人 182，038 30．8 165，416 27．3 288，911 47．3 330，516 45．2

144，567 30．6 132，908 27．0 239，842 47．3 273，001 45．8

37，471 31．6 32，508 28．4 49，069 47．0 57，515 42．6

そ　の　他 3，495 0．6 63，628 10．5 6，903 1．1 5，248 0．7

2，914 0．6 47，908 9．7 5，817 1．1 4，523 0．8

581 0．5 15，720 13．7 1，086 1．0 725 0．5

合　　計 590，936 100．0 606，301 100．0 610，665 100．0 731，849 100．0

（312，452） （369，579） （540，146） （625，621）

472，649 100．0 491，944 100．O 506，223 100．0 596，707 100．0

（255β69） （298，256） （438，501） （513，844）

118，287 100．0 1143357 100．0 104，442 100．0 135，142 100．0

（57，083） （71β23） （101，645） （111，777）

注．ゴシック体は小計・明朝体上段は喪失報告，下段は回収報告。カッコ内は件数。

（第4表）　証券種類別喪失報告状況（各年間）

業 種　別 1983 1984 1985 1986
枚 ％ 枚 ％ 枚 ％ 枚 ％

銀 普通株 152，819 49．1 167，250 44．3 150，375 36．1 197，575 39．4

優先株 3，073 12．5 3，661 42．6 4，410 41．9 5，905 38．7

行
債　券 17，522 51．3 52，444 73．2 14，137 37．1 30，357 64．1

その他 90，317 88．0 19y404 56．4 20，025 49．1 11，936 36．5

証 普通株 39，239 12．6 40，919 10．8 37，463 9．0 49，234 9．8

券 優先株 1，422 5．8 1，332 15．5 1，109 10．3 1，5！8 10．0
△
諏 債券 11，923 34．9 177038 23．8 18，719 49．1 12，961 27．4
社 その他 8，853 8．6 9，080 26．4 14，326 35．1 9，697 29．7

名代
馨理

普通株

優先株

債券

116，934

19，985

　4，134

37．6

81．4

12．1

122，653

　3，446

　1，477

32．5

40．1

2．1

224，745

　4，818

　2，431

54．0

44．9

6．4

250，966

　7，740

　3，755

50．0

50．8

7．9

換人 その他 3，514 3．4 5，332 15．5 7，848 19．2 10，540 32．2

そ
普通株 2，280 O．7 46，551 12．3 4，000 1．0 3，6！9 0．7

優先株 66 0．3 151 1．8 397 3．7 85 O．6

の
債券 568 1．7 627 0．9 114 0．3 294， 0．6

他 その他

一 一
560 1．6 1，306 3．2 525 1．6

合 普通株 311，272 100．0 377，373 100．0 416，583 100．0 501，394 100．0

優先株 24，546 100．0 87590 100．0 10，734 100．0 15，248 100．0

債券 34，129 100．0 71，586 100．0 38，101 100．0 47，367 100．0

計
その他 102，684 100．0 34，395 100．0 40，805 100．0 32，698 100．0
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（第5表）照会状況（各年問）

種　　　別 1983 1984 1985 1986
枚 ％ 枚 ％ 枚 ％ 枚 ％

銀　　行 636，511 28．1 924，996 34．8 622，454 20．5 488，582 19．1
（620） （975） （914） （400）

枚 証券会仕 1，625，873 71．8 1，726，590 65．0 2，406，276 79．4 2，074，264 80．9
（2，354） （2，250） （2，085） （840）

名義書換 1，235 0．1 7，300 0．3 574 0．0 477 O．0

数
代理人 （21） （4） （1） （1）

合　　計 2，263，619 100．0 2，658，886 100．0 3，029，304 100．0 2，563，323 100．0

（3，321〉 （3，402） （3，022）

件 ％ 件 ％ 件 ％ 件 ％

銀　　行 214，143 30．9 314，677 43．3 223，174 26．4 192，546 21．5

件 （231） （247） （377） （177）

証券会社 476，816 68．9 407，482 56．1 620，683 73．5 702，181 78．5
数
（ （508） （569） （640） （407）

照
ム

名義書換 394 0．1 4，136 0．6 242 0．0 218 0．0

ム
番

代理人 （20） （4） （1） （1）

口
写

合　　計 691，353 100．0 726，295 100．0 844，099 100．0 894，945 100．0

に （850） （839） （1，036） （596）

よ 電　　話 608，490 88．0 640，049 88．1 774，244 91．7 846，754 94．6
る
） 郵　　便 67，482 9．7 78，270 10．8 60，582 7．2 39，915 4．5

テレックス 15，381 2．3 7，976 1．1 9，273 91．1 8，276 0．9

庄．カッコ内は報告有り。

　
し
か
し
間
接
照
会
者
も
含
め
二
万
三
百
八
社
が
毎
日
受
入
れ
る
証
券

に
つ
き
照
会
を
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
に
し
て
は
、
右
の
数
字
は
余
り

に
も
小
さ
す
ぎ
る
感
な
し
と
し
な
い
。
こ
れ
は
適
用
除
外
証
券
が
あ
る

ほ
か
、
対
象
証
券
に
つ
い
て
も
報
告
機
関
か
ら
の
受
入
れ
分
な
ど
大
口

が
除
か
れ
る
う
え
、
振
替
決
済
（
ぎ
。
ぎ
旨
蔓
琢
器
目
）
な
ど
現
物
に
よ

ら
な
い
受
渡
を
行
う
証
券
が
増
え
、
券
面
の
不
動
化
（
穿
§
巨
富
ぎ
・

　
　
　
　
　
（
1
2
）

9
0
①
註
瀞
暮
。
）
が
進
ん
で
い
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。

　
⑤
利
用
者
の
評
価
。
こ
の
制
度
の
評
価
に
つ
き
、
現
地
で
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
試
み
た
と
こ
ろ
、
お
お
む
ね
好
評
で
あ
っ
た
。
或
る
大
手
ブ
ロ
ー

カ
ー
は
、
シ
ン
プ
ル
で
コ
ス
ト
も
安
く
、
セ
ー
フ
・
ガ
ー
ド
と
し
て
有

用
だ
が
、
外
国
証
券
会
社
が
任
意
参
加
な
点
は
不
満
と
し
て
い
る
。
ま

た
わ
が
国
の
総
合
証
券
に
匹
敵
す
る
全
国
規
模
の
或
る
証
券
会
社
で
は
、

過
去
に
遡
っ
て
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
．
事
故
証
券
受
入
れ
に
よ
る
取
引
ス

ト
ッ
プ
の
危
険
が
無
く
な
り
、
指
名
機
関
の
確
認
書
は
法
廷
で
の
証
拠

と
し
て
有
用
で
訴
訟
費
用
の
節
減
に
も
つ
な
が
る
。
こ
の
制
度
が
無
か

っ
た
頃
は
証
券
の
有
効
性
の
確
認
に
一
週
間
も
要
し
た
が
、
現
在
は
五

分
で
済
む
．
照
会
の
た
め
に
人
員
を
増
や
す
必
要
は
な
い
と
高
く
評
価

し
て
い
る
。

　
　
（
1
）
の
国
O
因
①
一
。
器
①
Z
9
逡
山
ω
q
ω
o。
9
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（
2
）
の
国
Q
閃
①
一
①
器
①
Z
。
■
G
。
命
一
認
8
，

（
3
）
　
報
告
機
関
と
し
て
規
則
が
指
定
し
て
い
る
業
態
（
連
邦
準
備
制
度
の
会
員
、
国
法
証
券
取
引
所
等
）
が
番
号
を
付
し
て
列
記
さ
れ
て
い
る
。

（
4
）
　
銀
行
は
預
金
残
高
十
億
ド
ル
超
、
五
億
ド
ル
以
上
、
五
億
ド
ル
未
満
の
三
区
分
、
証
券
会
社
は
年
問
収
入
二
千
五
百
万
ド
ル
超
、
五
百
万
ド
ル

以
上
、
五
十
万
ド
ル
以
上
、
五
十
万
ド
ル
未
満
の
四
区
分
、
名
義
書
換
代
理
人
（
非
銀
行
）
は
発
行
株
式
数
（
前
年
末
）
十
万
株
以
上
、
同
未
満
の

　
二
区
分
に
分
か
れ
て
い
る
。

（
5
）
第
一
次
（
零
ぎ
帥
薫
》
幹
）
と
第
二
次
（
ω
。
。
8
鼠
藁
》
φ
）
と
が
あ
り
、
直
接
照
会
者
は
必
ず
第
一
次
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第

　
二
次
は
任
意
で
複
数
置
く
こ
と
が
で
き
る
。
登
録
料
は
第
一
次
は
年
額
二
十
ド
ル
、
第
二
次
は
年
額
各
十
ド
ル
で
あ
る
。
連
絡
場
所
に
は
指
名
機
関

　
か
ら
月
次
報
告
書
が
郵
送
さ
れ
る
．

（
6
）
　
希
望
す
る
場
合
は
四
半
期
毎
に
第
一
次
連
絡
場
所
宛
に
確
認
文
書
が
送
付
さ
れ
る
。
四
半
期
毎
に
二
十
ド
ル
の
手
数
料
が
徴
収
さ
れ
る
。

（
7
）
　
照
会
番
号
は
証
券
番
号
に
よ
り
グ
ル
ー
プ
分
け
し
て
与
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
一
件
の
照
会
に
一
つ
の
番
号
が
付
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

例
え
ば
証
券
番
号
が
一
〇
〇
、
一
〇
三
、
一
〇
五
～
一
一
〇
と
い
う
証
券
の
照
会
が
あ
れ
ば
、
三
つ
の
番
号
が
付
さ
れ
る
。

（
8
）
　
S
E
C
に
ょ
れ
ば
、
S
I
C
社
の
運
用
経
費
は
一
九
七
九
年
が
八
十
万
七
千
ド
ル
、
一
九
八
○
年
が
七
十
五
万
七
千
ド
ル
で
あ
っ
た
（
ω
国
O

　
閑
o
一
〇
器
Φ
乞
o
。
Go
命
一
㎝
①
o。
Go
”
ロ
9
Φ
ω
O
）
。

（
9
）
岡
∪
一
ρ
ω
鼠
募
浮
ω
9
切
導
霞
鼠
」
O
o。
9

（
1
0
）
　
ω
国
ρ
冒
o
暮
匡
嘱
の
鼠
島
の
註
＄
一
閑
Φ
＜
一
Φ
ヨ
の
8
蛭
｝
一
〇
〇。
9

（
11
）
　
照
会
番
号
数
に
よ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
実
際
の
件
数
よ
り
多
い
．

（
1
2
V
　
S
E
C
に
ょ
れ
ば
、
連
邦
政
府
及
び
機
関
の
発
行
証
券
の
八
七
％
が
振
替
決
済
に
入
っ
て
い
る
と
い
う
．
ま
た
S
E
C
は
、
喪
失
証
券
の
報

告
・
照
会
制
度
は
券
面
を
前
提
と
す
る
が
、
券
面
の
不
動
化
な
い
し
消
滅
（
固
ぎ
汐
蝕
8
）
推
進
の
基
本
姿
勢
は
変
ら
な
い
と
み
て
い
る
（
自
Q

　
閃
Φ
一
〇
器
0
2
0
．
謹
山
ω
oo
器
）
。

16（）

む
す
び

以
上
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
の
証
券
に
関
す
る
喪
失
・
盗
難
等
の
報
告
・
照
会
制
度
は
、
S
E
C
が
提
案
を
公
表
し
て
関
係
者
の
意
見
を



アメリカに於ける喪失・盗難証券の報告・照会制度

求
め
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
・
プ
・
グ
ラ
ム
に
よ
る
試
行
期
間
に
ま
た
問
題
点
を
洗
い
出
し
て
修
正
す
る
と
い
う
、
慎
重
か
つ
実
際
的
な
手
法
に

よ
り
構
築
さ
れ
、
着
実
に
機
能
を
高
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
．

　
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
制
度
の
目
的
に
反
し
な
い
限
り
実
務
面
の
負
担
の
軽
減
を
は
か
る
た
め
、
報
告
義
務
者
や
対
象
証
券
の
範
囲

を
狭
め
る
反
面
、
任
意
利
用
を
認
め
る
な
ど
弾
力
的
な
態
度
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
た
絶
え
ず
実
情
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
改
善
を
加
え
る
努
力
が
依
然
と
し
て
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
に
値
し
よ
う
。
す
な
わ
ち
、

ご
く
最
近
も
、
一
九
八
六
年
一
〇
月
に
証
券
取
引
所
法
一
七
条
f
項
を
一
部
修
正
し
、
政
府
証
券
の
ブ
ロ
ー
カ
ー
及
び
デ
ィ
ー
ラ
ー
を
報

告
機
関
に
加
え
る
一
方
で
、
政
府
証
券
に
関
す
る
財
務
省
へ
の
報
告
の
規
定
を
削
除
す
る
こ
と
と
し
、
本
年
七
月
二
五
日
か
ら
実
施
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

こ
れ
に
対
応
し
て
S
E
C
は
規
則
一
七
f
i
一
に
修
正
を
加
え
る
提
案
を
行
な
っ
て
い
る
。
そ
の
骨
子
は
①
報
告
機
関
か
ら
の
除
外
を
拡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

大
し
、
券
面
を
発
行
し
な
い
証
券
、
総
括
券
面
（
α
q
喜
亀
8
葺
守
彗
①
）
又
は
名
義
人
も
実
質
所
持
人
も
譲
渡
可
能
な
券
面
を
取
得
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

の
な
い
証
券
の
み
を
取
引
対
象
と
す
る
報
告
機
関
を
除
外
機
関
に
含
め
る
。
②
現
在
適
用
を
除
外
さ
れ
て
い
る
記
名
式
政
府
証
券
、
C
U

S
I
P
番
号
の
無
い
証
券
及
び
債
券
の
利
札
を
報
告
対
象
に
含
め
、
①
で
述
べ
た
証
券
と
入
れ
替
え
る
．
③
金
額
に
よ
る
適
用
免
除
限
度

を
現
行
の
一
万
ド
ル
か
ら
五
千
ド
ル
に
引
下
げ
る
。
④
券
面
を
売
却
し
た
顧
客
か
ら
そ
の
券
面
を
報
告
機
関
が
買
入
れ
る
場
合
な
ど
の
人

的
適
用
除
外
を
狭
く
す
る
。
⑤
「
然
る
べ
き
法
律
執
行
機
関
」
、
「
券
面
不
発
行
証
券
」
及
び
「
総
括
券
面
証
券
の
発
行
」
の
定
義
規
定
を

新
設
す
る
。
⑥
専
業
名
義
書
換
代
理
人
を
照
会
義
務
か
ら
明
確
に
除
外
す
る
。
⑦
最
初
に
喪
失
、
盗
難
等
の
報
告
を
し
た
報
告
機
関
の
み

が
回
収
の
報
告
義
務
を
負
う
こ
と
を
明
確
に
す
る
。
な
ど
で
あ
る
。

　
わ
が
国
の
試
案
が
提
案
し
て
い
る
新
し
い
株
券
失
効
制
度
に
関
連
し
て
照
会
機
構
の
新
設
を
検
討
す
る
場
合
に
は
、
ア
メ
リ
カ
の
よ
う

に
、
例
え
ば
株
券
の
保
管
振
替
決
済
制
度
の
完
全
実
施
を
待
つ
と
か
、
金
融
機
関
や
証
券
会
社
か
ら
の
直
接
受
入
分
に
つ
い
て
は
専
門
業

者
に
も
善
意
取
得
を
認
め
る
な
ど
、
照
会
事
務
負
担
の
合
理
的
な
軽
減
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
（
1
）
　
ω
国
O
閃
Φ
一
Φ
器
Φ
乞
o
．
ω
や
旨
①
置
（
Z
o
＜
．
⑲
P
這
o。
α
）
．
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（
2
）
　
新
規
発
行
株
式
の
全
部
を
対
象
に
一
枚
の
大
券
を
発
行
し
て
寄
託
し
、
振
替
決
済
に
ょ
り
受
渡
を
行
な
う
な
ど
の
目
的
で
発
行
さ
れ
る
超
大
株

券
が
そ
の
適
例
で
あ
る
。

（
3
）
　
記
名
式
政
府
証
券
を
加
え
る
の
は
、
記
名
式
証
券
の
取
引
も
多
く
、
受
渡
の
際
に
照
会
を
要
す
る
も
の
と
要
し
な
い
も
の
が
混
在
す
る
と
実
務

上
却
っ
て
煩
雑
に
な
る
と
の
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
．
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